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寛
永
20
年
（
１
６
４
３
年
）
に
仙
台
藩

二
代
藩
主
忠
宗
の
指
令
に
よ
る
領
内
の
総

検
地
が
行
わ
れ
、
大
瓜
村
・
大
衡
村
・
駒

場
村
・
大
森
村
・
奥
田
村
が
正
式
に
設
定

さ
れ
ま
し
た
。

【
大
瓜
村
】

　
地
形
が
大
き
く
折
れ
曲
が
っ
て
い
る
の

で
「
大
折
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
安
永
３

年
（
１
７
７
４
年
）
に
戸
数
70
戸
、
人
口

３
７
３
人
で
、
明
治
10
年
代
に
編
さ
ん
さ

れ
た
「
黒
川
郡
地
誌
」
に
は
、
92
戸
、
７

２
４
人
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
で
一
番
高
い
山
で
あ
る
達
居
森
に

は
、
達
居
屋
敷
が
あ
り
大
瓜
地
区
藤
ノ
沢

地
内
の
断
崖
上
に
あ
っ
た
大
瓜
古
城
「
折

口
館
」
の
見
張
所
で
し
た
。

　
貴
船
神
社
は
、
元
禄
12
年
（
１
６
９
９

年
）
に
本
殿
が
建
立
さ
れ
、
お
産
の
際
に

ご
利
益
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
木
で
作
っ
た

小
船
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
大
衡
村
】

　
天
正
時
代
（
１
５
７
０
年
代
）
の
検
地

帳
に
は
「
大
平
村
」
と
表
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
明
和
８
年
（
１
７
７
１
年
）
に
戸
数

58
戸
、
人
口
４
３
１
人
、
明
治
10
年
代
に

１
０
４
戸
、
８
１
５
人
と
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
大
衡
城
主
大
衡
治
部
大
輔
の
鎮
守
で
あ

っ
た
大
衡
八
幡
神
社
は
、
当
時
大
衡
城
の

本
丸
に
あ
り
、文
政
元
年（
１
８
１
８
年
）、

現
在
の
大
衡
字
八
幡
地
内
に
移
さ
れ
ま
し

た
。

【
駒
場
村
】

　
地
名
の
由
来
は
、
源
頼
朝
が
平
泉
を
攻

め
る
際
に
、須
岐
神
社
の
境
内
に
駒
（
馬
）

を
留
め
、
兵
士
を
労
っ
た
こ
と
に
よ
る
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
明
和
８
年
（
１
７

７
１
年
）
に
戸
数
32
戸
（
人
口
は
帳
の
破

損
に
よ
り
不
明
）、
明
治
10
年
代
に
38
戸
、

３
０
２
人
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
須
岐
神
社
は
延
長
５
年
（
９
２
７
年
）

に
「
官
社
」
に
指
定
さ
れ
て
い
た
神
社
を

一
覧
に
ま
と
め
た
延
喜
式
神
名
帳
記
載
の

黒
川
郡
の
代
表
的
４
社
の
う
ち
の
１
社

で
、祈
願
や
報
謝
の
た
め
馬
が
奉
納
さ
れ
、

後
に
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
も
、
そ
の
当
時
奉
納
さ
れ
た

多
数
の
絵
馬
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
大
森
村
】

　
天
正
18
年
（
１
５
９
０
年
）
の
「
黒
川

之
内
大
森
検
地
帳
」
に
大
森
と
い
う
地
名

が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
安
永
３
年
（
１
７

７
４
年
）
に
戸
数
27
戸
、人
口
１
４
８
人
、

明
治
10
年
代
に
29
戸
、
２
３
６
人
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
村
鎮
守
の
須
賀
神
社
は
、
応
仁
年
間
に

武
士
八
島
某
が
氏
神
と
し
て
ま
つ
る
こ
と

を
願
い
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
明
治
41
年
の
神
社
制
度
に
よ
り
須
岐

神
社
に
合
わ
せ
て
ま
つ
ら
れ
ま
し
た
が
、

神
社
を
元
に
戻
し
た
い
と
い
う
村
民
の
声

が
高
ま
り
、
昭
和
25
年
に
元
の
社
跡
に
も

ど
さ
れ
ま
し
た
。

【
奥
田
村
】

　
奥
田
と
い
う
地
名
も
、
大
森
地
区
同
様

に
天
正
18
年
（
１
５
９
０
年
）
の
「
黒
川

之
内
奥
田
検
地
帳
」に
記
載
が
あ
り
ま
す
。

安
永
３
年（
１
７
７
４
年
）に
戸
数
６
戸
、

人
口
42
名
、
明
治
10
年
代
に
28
戸
、
１
８

２
人
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
奥
田
字
杉
ヶ
崎
に
あ
る
村
鎮
守
の
熊
野

神
社
は
、
大
森
の
須
賀
神
社
と
と
も
に
須

岐
神
社
に
あ
わ
せ
て
ま
つ
ら
れ
ま
し
た

が
、
昭
和
26
年
に
元
の
境
内
に
新
宮
社
を

作
り
移
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
考
文
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学
習

公 民 館 図 書 コ ー ナ ー

本の本の
貸し出し貸し出し
本の
貸し出し

◆問い合わせ先　公民館　☎３４５―２１９７

問い合わせ先　公民館
☎３４５－２１９７

１/２６(土)

開　催　日　時 内　　容 場所講　座　名

公民館午前10時～11時30分 親子でふれあいあそびうたキッズ・パパママ講座

おはなし会のお知らせ

思い出が消えないうちに
川口俊和　著

インフルエンザ対策！！
ズバリこの一冊で大丈夫
大西正夫　著

十二支のおはなし
内田麟太郎　著

　絵本の読み聞かせや紙芝居を演じる
『おはなし会』を開催しますので、お
気軽にご参加ください。
◆日　時　１月２５日（金）　
　　　　　午後１時
◆場　所　公民館図書コーナー

おすすめブック

○図書コーナーの本は１人５冊以内、２週間まで借りられます。
○貸出受付は公民館事務室で平日の午前８時３０分から午後５時１５分まで行っています。

　

11
月
25
日
（日）
、
中
学
校
講
堂
で
第
32
回
文

化
協
会
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

舞
踊
や
社
交
ダ
ン
ス
、
歌
謡
、
民
謡
、
オ

カ
リ
ナ
演
奏
な
ど
日
頃
の
稽
古
の
成
果
が
披

露
さ
れ
、
１
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
手
芸
作
品
や
写
真
の
展
示
、
茶
道

裏
千
家
梅
乃
会
に
よ
る
お
茶
も
振
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　

発
表
会
の
締
め
く
く
り
と
し
て
、
恒
例
の

出
演
者
全
員
に
よ
る
万
葉
お
お
ひ
ら
音
頭
が

披
露
さ
れ
、
出
演
者
と
来
場
者
は
芸
術
文
化

を
楽
し
み
ま
し
た
。

大
衡
村
文
化
協
会

　
　
　

発
表
会
開
催

　

11
月
10
日
（土）
、
日
本
青
年
館
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
た
第
67
回
全
国
青
年
大
会
に
、
黒
川

郡
連
合
青
年
団
が
芸
能
文
化
の
部
合
唱
の
県

代
表
と
し
て
出
場
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

全
国
青
年
大
会

　
　

合
唱
最
優
秀
賞

▲左より団長の萩原さんと副団長の伊藤さん


